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要点 1. 日本医学会作成
「診療ガイドライン策定参加資格基準ガイダンス」への準拠

➢ 2017年3月に、日本医学会が新たに、「診療ガイドラ
イン策定参加資格基準ガイダンス」を公開

➢ マニュアル2020は、基本的な考え方やCOI申告項目

について、日本医学会が作成・提供する上記ガイダ
ンスおよび「COI管理ガイドライン」（2020年3月改定）
に準拠

2



要点 2. COI開示対象を明記

➢ 個人的COI開示対象者
当該診療ガイドライン作成に携わるすべての個人

➢ 組織的COI開示対象者
• 診療ガイドライン作成主体（学会、研究会等）
• 当該診療ガイドライン作成に携わる個人の所属組織
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要点 3. COI管理チェックリストを追記

➢COI管理フローに基づく手順項目を提示

→COI管理チェックリスト参照

（１）診療ガイドライン統括委員会の設置
↓
（10）COI申告内容の変更受付および情報更新
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要点 4. COI開示・管理の基本的な考え方と

対応の要点を明記

➢ COI開示・管理の目的はCPG作成過程の透明性の確保

➢経済的COI以外のCOI（学術的COI等）についても対応

➢診療ガイドライン利用者がアクセス可能な情報開示

➢ COIを有する場合の対応が本質的な課題
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https://minds.jcqhc.or.jp/


